
＜その他、取組に特徴のある事例＞

○防護柵設置による耕作放棄防止活動

１．集落協定の概要

市町村･協定名 兵庫県南あわじ市 中筋１
みなみあわじしちゅうきん

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
3.3 ha 水稲・野菜

交 付 金 額 個人配分 0 ％
55万円 共同取組活動 防護柵材料費 25 ％

（100％） 積立(ため池堤防のブロック積工事予定） 75 ％
協定参加者 農業者 13 人

２．取組に至る経緯

淡路島の諭鶴羽山系には野生動物（猪・鹿・猿・狸・兎等）が多数生息しており、山

系地内隣接当集落は野生動物による被害が甚大で、ほ場整備地でありながら耕作意欲が

薄らぎつつあることから、協定参加農家が共同で対策を講じることで耕作放棄田の発生

防止を図ることとした。

３．取組の内容

昨年度までの交付金のほぼ全額を充当して防護柵の設置に取り組んだことから、協

定農用地全体（延長1.3㎞）を防護柵で囲むことができた。現在は、鳥獣被害が防止さ

れ、耕作意欲が復活してきている。

防護柵の設置に当たっては、協定参加農家が共同で作業を行ったため、集落の連携が

強まるとともに、共同活動に対する意識も高まったことも大きな成果であった。

さらに、野菜等の作物の生産性の向上を図るため、各農家の農地に堆きゅう肥を還元

する取組を行い、安定した農業経営の構築を図っている。

野生動物防護柵 野生動物防護柵と鹿の通路



［集落の将来像］
○次世代の農業後継者につないでいけるよう、水路・農道等の整備・維持管理や、集落の農業生産活動
の体制整備を図り、地域の活性化を目指す。

［将来像を実現するための活動目標］
○耕作放棄の防止活動として、お互いに協力し、農用地の維持・向上に努める。
○水路・農道等の補修については、協定者全員が協力し、積極的に取り組む。

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理（田3.3ha） 周辺林地の下草刈り
（約0.1ha、年１回）

個別対応
個別対応・共同取組活動

鳥獣防護柵の設置・管理（1.3km）
堆きゅう肥の施肥・緑肥

共同取組活動 作物の作付け

個別対応
水路・作業道の管理
・排水路0.7km、年２回
清掃、草刈り
・道路0.8km、年２回 草刈り
パイプラインの管理
年２回 点検

共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

今後とも、鳥獣による農作物被害を防止するため、参加農家で防護柵の巡回・補修等

に努め、安定した農業経営を図って行きたい。

［平成21年度までの主な効果］

○ 野生動物防護柵設置（1.3km）


